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晋は 性 につな   
  それ 用法用量 効能効果 

  

-5% 禾 0 ． i% 未満 ( 過 アトピ - 桂 皮膚炎   作用 ぬ 序は l. は性別 見控 炎の腫脹の 性 副鼻腔 
  故主 ) 気管支喘息．薬剤 解明されてい 取 撰 ．妓の切れが 悪く． 喀 0% 脹 の接 
  アレルギー、 食物 ア ない点も多 出ヨ数の多い 丸首文夫     疲の切れ 
  レ ルキー等の アレ く 、 用量・ 幼 気自立喘息、 気管支拡張 悪く、 喀出口 

キー性 素因、 両 果の関係も 症 D 喀技 喀出目 韓 、 小手 の 争い気管 
溝 ( 口   兄弟等が アレ 必ずしも明ら 術 時の碕 中肺 後出血の場 炎 、 気管支 
  キー 症状の既往 かにされてい 台． 適常 ．成人は l 口塩化 息 ．気管支 
@ 機   高齢 者 ないので、 没 サ ・ ; チームとして、 60- 張症 の 喀疲 

然と 投与しな 77@m Ⅱ 力価 ) を 3 回に分け 
T(QOT)     て 佳日投与する。 2. 歯槽膿 
OPT). 漏 症 ( 炎症型 ) 腫 脹 の 拙 Ⅳ 
  ㌃ の頃 合．通常、 成人は l 日 
  LDH の 塩化 け ソチームとして、 @80 
等 、 めま ( 力価 ) を 3 回に分 

投与する。 高輪 

  
  

高林者 メ @ 臼 30-g0mg を Qa 回に分透過性の 冗 進 
  目繰ロ 投与する。 によると考えし 

もお   年齢、 症状により通 れる出血傾向 
( 例えば紫斑病 官 増減する。 

さ ．祐吉では 漱廿 。 等 ) 
毛細血管抵抗 
性の減 弱 によ 
6 度 憶 あ るい 
は粘膜及び内 
膜からの出 
血、 眼底出血   
甘 出血・子宮 
出血 
毛細血管抵抗 
性 の 波弱 によ 
る 手栴中 ・術後 
の 異常出血 

数の多い気管支炎     撰の切れ 
支 喘息、 気管支拡張 悪く、 喀出口 
喀旗 喀出困難、 小手 の 多い気管 

満 ( 口 の術中 輌 後出血の場 炎 ，気管支 
内炎 苦 ) 、 頻 キー 症状の既往 にされて 常 、 成人は l 口塩化 息 、 気管支 
度不明 [ 肝機   高齢者 いので、   ム として、 f6u- 張症 の 喀波 

能陣吉 と 投与し ( 力価 ) を 3 回に分け 出 困難、 Ⅱ   
(AS Ⅱ GOT). 投与する。 2. 歯槽 臆 桁 時の術中 
ALT(GPT)   ( 炎症型 ) 腫肱 の 櫻解 後出血 ( 歯 
AI-P   ア - 舎、 通常、 成人は l 日 必 尿器村 
GT 『 、 Ⅰ DH の リゾチームとして、 @80 ) の % 台 
上昇等． の ま om パ力価 ) を 3 回に分 苦 Ⅲ 喪漉 @i Ⅱ i 
  ロ 投与する。 高齢 n 重 n 艮 

  場ム 

出 ノ f 1  5 



歯痛・歯槽膿漏 薬 製品群 N0 、 75 

  
  
  

) レ /¥   / ロ ア AC ロ 一 - 
血 ム @7) 錠 Ⅰ Om 功用して、 山菅 
  ノアド ナ 透過性 克進 
  ひ C-l7) 鍵 を 抑制し． 血 

30mg ノアド 管 抵抗値 な 
ナ (AC 一 l.17) 増強する。 血 

    女 l0% な 厄日・ 線瀋 

系に彰 % を 与 
カルバ ゾク えることなく 出 
ロムがな 血 時間を短 
かったので 憾し 、 止血 作 

カ @ しバソク 用を示す   
コムスルホ 血管透過性 
ン故 ナトリウ抑制作用   
ム 製 剤の承知血管抵抗 
け文吾を便 値 増強作用 
    出血時間短 

縮 作用     
l Ⅱ 9. 血液， ほ 
固系 に対する 
作用   呼吸 
系・循環系に 
対する作用を 
有する   

. つよ 

昔揖性 り陣吉のにつながるお 症状の判別 等に伴う使 
のおそ それ に注竜を要 

する ( 適応を 吊環境の曲 用法用 昆 効能効果 

誤るおそれ ) 

0 l @h Ⅹ     l レ l¥     ス JL         瓜田   
( 食欲不振   敏症 ) 過敏症の既往 肢   ナトリウムとして．通常 成 性 の % 弱及び 
宮部不快 悪 ) 高楠 舌 人 l 日 ㏄ -g0me を 3 回に分透過性の 冗 進 
0 Ⅸ未済 ( 悪 割 経口投与する   によると考える 
  む、 @ ℡ 吐 ) なお．年始．症状により 遮 れる出血傾向 

宜増 滅する。 ( 例 えは紫斑病 
高林者では減号   等 ) 

毛細血管抵抗 
性の減 弱 によ 
る皮膚あ るい 
は粘膜及 び 内 
膜からの出 
血、 眼底出血   
腎 出血・子宮 
出血 
毛細血管抵抗 
性の減 転 じよ 
る千街中・術後 
の 異常出血 
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歯痛・歯槽膿漏 薬 製品群 N0 ． 75 I'@'44-45  I 

き副作用のおそれ それ にっ ながるおそれ ) 

  リ 障害 の   
再発・悪化のおそ それ に 注意を要 
れ ) 効能効果 

づくもの レルギ一等 
によるもの 娯 する るおそれ ( 適応を限があ ) るもの用のおそれ よる健康被 害のおそれ 吊環境の変 用法用量 

度 不明 ( 悪 高輔宥 下記疾患の 通 ・ 舌 成人 l 日 50-2.0OOm 
  @B@?%. Ⅰ 卜 うち、 ビタミン 姥 @- 数 回に分けて経口   
m 寺 ) C の欠乏 又 @ 生字   ヂる   よび治療 ( 壊血 

は 代謝陣吉               年齢、 症状により 適病 、 メルレ ル   
が 関与すると 
推定される 堤   宜廿 滅する。 高輪肴で 滴 バロー タミン C 病 の需要 ). ビ 
合 ( 手細首 出 が 増大し 、 食 

血 ( 見 出血   革からの摂取 
歯肉出血． 血 が 不十分な 際 
尿など ). 薬 の捕牡 ( 消耗 
初中毒、 副腎 性 疾患． 妊産 
皮賈臣能障 婦 ．授乳 婦 、 は 
害 、 甘柿時の け しい肉体労 
甘基貫 形成   例 時など。 ) 
甘 癒合促進   2. 下記疾患の 
肝斑・億卵 うち、 ビタミン C 
斑 ・炎症後の の 欠乏又は代 
色素沈着、 光 謝 陣吉が関与 
窩 過敏性皮 すると推定され 
内炎 ) には 効 6% 台   
栗 がないの 毛細管出血 
に 月余にわ ( 見 出血、 歯肉 
たって漫然と 出血、 血尿な 
使用すべき ど ) 、 薬物 中 
てない   毒 、 副甘皮 貫 

機能障害、 甘 
折 時の骨基質 
形成・ 甘 癒合 
促進、 肝斑・雀 
卵斑・炎症後 
の色素沈着   
光線過敏性皮 
Ⅰ 炎   
なお、 2. の効 
能・効果に対し 
て、 効果がな 
いのに月余に 
わたって漫然 
と 使用すべき 
でない   
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ク マリン系 抗潤 山薬 @@L 

につな 力 るお 症 の 判別   
それ       下 を要 
  [ 適店を 

  用法用 是 効能効果 

誤るおそれ ) 

  大テ・長期投与 フィ トナ ジオンとして、 通常ビクミン K 欠乏 
で高ビリ @1, ビン血 成人 l 日 5-l5me, 新生児症の予防及び 
症 ( 類栗 - メナ ジ 出血の予防には 母体に対治療 
オン ) し @omt 、 薬剤投与中にお 各種薬剤 ( ウマ 
  妊娠末期の婦 こる @ プロトロン ピ ・ ノ @ 症     ) ン系抗蜂血 
人には大甘投与 胆道及び胃腸陣吉 に 伴う 菓 、 サリ テ @L 
を避けること。 ピタミン K の吸収 睡害 ・ 肝 酸 ・ 締 生物質 
( 類薬 リナ ジオ 障害に伴う 低 プロトロンビ 等 ) 投与中に 
ンで．新生児等 ン 血症には 20-50nll; を分おこるほ プ ロ ト 
に高ビリルビン 割経コ投与する。 コンビン血症 
血症 ) なお・年齢・ 症状により 道 胆道及び胃腸 

宜 増減する   陣吉 に 伴うビタ 

ミ・ /K の吸収 膜 

  
新生児の性プ 
ロトロンピン 血 
  
汁陣吉 に 伴う 
低 プロトロンビ 
ン血症 

ピタミン K 欠乏 
が 推定される 
出血 

  
  

    
    より 適   
      
    
    
ではない   性 網膜症、       

鷹 ・四肢 冷 悪 
徒 ) 
． a. 過酸化 脂百 

の 増加防止 
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